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障がい者スポーツでつながろう その１ 

 パラリンピックがテレビで中継される等、障がい者スポーツが注目される機会が増えてきました。 

スポーツは余暇を充実させるだけでなく、仲間や地域とかかわる機会としても大きな意味を持っています。

今回は、県内で行われている定期的な活動をいくつかご紹介します。 

 １つ目は、福島県障がい者スポーツ協会主催のスポーツ教室です。陸上・ボッチャ・フライングディスク

など、９種目が開催されています。詳しい種目や開催日程等は、協会のＷｅｂページをご覧ください。 

 ２つ目は、毎月第１・第３土曜日の午後にあぶくま養護学校を会場に活動している「みんなでスポーツ」

というサークルです。毎回３０名くらいが集まり、フライングディスク、少 

林寺、キンボール、ボウリングなどを楽しんでいます。 

 ３つ目は、郡山・白河・いわきの各地区でそれぞれ毎週土曜日に活動して 

いるサッカークラブです。全国大会を目指すメンバーと、身体を動かすこと 

を楽しむエンジョイメンバーに分かれて練習しています。 

まずは気軽に、見学や体験から始めてみてください。    （文責 笹山）    ▲キンボールの様子 

「わかりやすく伝える」ためのコツ  教頭 最上 学  
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 今回は「高次脳機能障がい」に関する本をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故や病気によって脳が傷つくこと

で表れる様々な障がいについて、分かり

やすく説明されています。生活面での配

慮も具体的に書かれており、入門書とし

ておすすめです。（紹介者：星） 

脳の構造と機能から病気のメカニズ

ムまで幅広くカバーした本です。第３章

「脳の高次機能と活動」では記憶や学

習、情動等について、イラスト入りで解

説されています。（紹介者：柳内） 

 ≪僕の記憶は８０分しかもたない≫

事故の後遺症で記憶障がいを抱える「博

士」、家政婦の「私」とその息子「√」

の物語。第１回本屋大賞を受賞し、映画

化もされた作品です。（紹介者：大場） 

本の紹介 

「社会・仕事」への一歩 ～特別支援学校作業技能大会に参加して～ 
７月２９日（火）に県内の養護学校の高等部生がビッグパレットに集まり、「第２回特別支援学校作

業技能大会」が開催されました。ビルクリーニング・喫茶接遇・パソコンデータ入力の各検定、作業

製品の品評と展示、デモンストレーションが行われ、日頃の作業学習の成果を発表するよい機会とな

りました。 

パソコンデータ入力検定はキーボードの音だけが響く緊張感漂う会場で 

行われましたが、みな落ち着いた様子で、３０分間集中して取り組むこと 

ができました。作業製品品評の際には、作業学習で作った木工製品や布製 

品についてプレゼンする機会が設けられました。審査員の前でも臆するこ 

となく、作業の工程や工夫した点などを発表していました。また、他校の 

作業製品を見たり、実演コーナーで作業を体験したりすることもでき、交 

流をしながらたくさんの刺激をもらったようです。 

普段の作業学習の中で、子どもたちは働くた 

めに必要な様々な知識や技能を学んでいます。 

その発表の機会である作業技能大会を一つのき 

っかけに、学校の外に目を向け、社会の一員と 

して生きていく意識を持てるよう支援していき 

たいと思っています。   （文責 宗像） 

 

▲作業製品品評の布製品部門では本校製品が金賞を受賞！ 

▲パソコン検定の会場 
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